
令和3年度精度管理調査結果及び監視指導結果に基づき選定された
令和4年度　特別監視指導対象７施設の選定理由

１） 施設番号Ａ　(H30,R1,R2)
選定理由：

２）
選定理由：

３） 施設番号Ｃ
選定理由：

４） 施設番号Ｄ　(R3)
選定理由：

その他： 血球算定（正確度：オープン WBC(1検体)）　管理限界外
細胞診（CY1,２スクリーニングやや不良、CY4コメントやや不良)

５）
選定理由：

６） 施設番号Ｆ　(R2,R3)
選定理由：

7）
選定理由：

（　　）内は、過去５年間の特別監視指導実施状況

取扱注意

血球算定（正確度：ブラインド MCV(2検体)、Ht(2検体)　管理限界外
　　　　　　　　精度：オープン　Plt（1検体)、MCV(1検体)、RBC(1検体)　管理限界外）

施設番号Ｂ　(R1,R3)
血球算定（正確度：オープン Plt(1検体)、Ret(2検体)　管理限界外
　　　　　　　　　　　　ブラインド Plt(2検体)、MCV(2検体)、Ret(2検体)、Ht(2検体)　管理限界外）

病理組織：改修工事を確認する必要性あり

施設番号G（臨時の衛生検査所）
一日の処理検体数１万件、結果判定基準に誤記載

血球算定（正確度：ブラインド MCV(2検体)、Plt(1検体)、Ht(2検体))　管理限界外
　　　　　　　　精度：ブラインド Hb(1検体)、RBC(1検体)　管理限界外）
病原体核酸（ブラインド MB９’陽性を陰性と報告）

病理組織：コンパニオン診断における10％中性緩衝ホルマリンの不使用

施設番号Ｅ
生化学（T-cho、HDL、LDL、TG）において、他施設と比較し、大きく外れた数値を回答


